
第21回物性若手 ｢夏の学校｣開催後記

金 属 ･非 金 属 転 移

講師 東大 ･理 上 村 洗

物性物理学における基本的問題である金属 ･非金属転移にっいて,この現象を理解し

研究するために必要な基礎理論の解説として本講義は行なわれた｡ Mottに関する逸話

などを混え,予定の6時間が7時間になる程,実に熱心に講義していただいた｡ なお,

70名の方が聴講された｡

金属 ･非金属転移と言っても,そのメカニズムは多彩であり,講義でも,Mott転移,

Anderson転移,及び Peierls転移について説明された｡詳細な予稿を用意していただけ

たので,その目次をあげ,講義内容の報告に代えさせていただきます｡ そのなかで,

HAnderson局在状態における伝導"に興味が集中したようである｡ 低温ではある距離の

原子-の hopping一一variablerangehoppingが,高温では extended状態-の活性化が

支配的になるとして,伝導率の温度変化を説明した理論である｡ これに関して, 2･3

次元系についての温度変化が実験事実とよく合致していることが示された｡ その他,

Peierls転移における3次元効果として, chain間のtransferを取 り入れた･bandを用いて

soft化するphononの波数を調べることにより,実際に観測されている3次元構造変化が

説明できるという話もされた｡しかし,soft化するphononの mOdeが何であるかは確定

されていないようである｡

第 1章 序

第 2章 電子相関による金属 ･非金属転移

§2.1 Wilson転移とMott転移

§2.2 Mott転移の起る条件

§2.3 Hubbard模型

§2.4 Hubbardノ､ミル トニアンの近似解

1) グリーン関数の切断近似

2) 変分法
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§2.5 Hubbardモデルによるスピン帯磁率

§2.6 Hubbard模型の不純物帯-の応用

第 3章 Anderson転移

§3.1 Anderson局在状態とAnderson転移

§3･2 Minimum MetallicConductivity

§3･3 Variablerangehopping

第 4章 1次元金属における金属 ･非金属転移

§4.1 1次元金属性物質

§4.2 パイエ/レス転移

§4.3 1次元系における巨大Kohn異常

(文責 君田光延 )

構造相転移の動的機構 - 実験家から

みたその研究のいままでとこれから

講師 名大･工 ･応物 八 田 一 郎

ここで言う構造相転移とは広い意味でのものであり,強誘電相転移,反強誘電相転移,

ヤン･テラー相転移,狭義の構造相転移,二元合金の秩序 ･無秩序相転移など,およそ

原子の変位を伴 う相転移全体を含めている｡

講義はまず,構造相転移であらわれるソフト･モー ドの不安定化,あるいは秩序 ･無

秩序パラメータの臨界緩和を, Thomasの考え方にしたがって説明することから始めら

れた｡

系をN個の振動子系と考える｡ 各振動子は孤立 している坂合にdynamicsusceptibility

xs(Q')を持つとするo振動子陶に相互作用Vを考えると,系全体のdynamicsusceptibmty

I(a))は,

I(a)) -
N xs(W)

卜 vxs(Q')
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